
ビットレート、高圧縮のアクセス用コピーの2種

を、いずれもバックアップファイルまで含めて

作成することを推奨している4。これらのデータ

の将来的なユーザビリティを担保するには、①

持続可能なデジタルフォーマットの選択、②持

続可能なストレージメディアの選択、③保存し

たい対象の特定、④素材の整理（タグ付け、フ

ァイルへのメタデータの埋め込み、構造化され

たディレクトリへのファイルの配置、将来的に

識別しやすくなるようディレクトリに日付やイベ

ントの名前を付けるなど）、⑤定期的なデータ更

新と、複数のコピー（3つが望ましい）を異なる

種類のメディアで地理的に異なる場所で保存す

ること、⑥フォーマットの進化に合わせたデー

タのマイグレーション、⑦コンテンツを簡単に

エクスポートできる素材管理システムによるデ

ータ管理、が必要であるとしている5。

2. ファイルフォーマット選択の4つの原則
　保存用マスターファイルのフォーマットを選

択する際の原則として、IASAは、以下4点を説

いている6。

①完全かつ真正なコピーの作成

　キャプションや字幕、複数のレガシータイムコ

ード7、サウンドトラック、それらのサポートに必

要なメタデータなども含め、オリジナルの完全

かつ真正なコピーを作成すること。長期的なデ

ータ管理のためには、これらの要素をパッケー

ジングできるフォーマットを選択すべきである。

　今号の「フィルムアーカイブの諸問題」では、前号

で提起した「マグネティック・テープ・アラート」への対

処の一助となるよう、ビデオテープのデジタルファ

イル化作業の簡易ガイドラインと“自炊”マニュアル

の計2篇を掲載する。後者は、ビデオテープのデジ

タルファイル化業務を行いながら視聴覚アーキビス

トとして調査やワークショップも行っている鈴木伸

和氏にご寄稿いただいた。テープのデジタルファイ

ル化を検討する際に、日本語で読める数少ない最新

のガイドラインとマニュアルとして参照されたい。

　前号でマグネティック・テープ・アラートに関す

る報告を作成しながら痛感した問題は、国内各

地の機関や学校、家庭に膨大に残されているで

あろうビデオテープ原版映像のデジタルファイ

ル化を前進させるためには、まずこの問題を国

内に広く周知すると同時に、日本語で手軽に読

めるビデオテープのデジタルファイル化のガイド

ラインやマニュアルの提供が急務であるというこ

とである。とりわけデジタルファイル化のガイド

ラインは、まさに日進月歩であり、アメリカ議会

図書館、米国国立公文書館、国際音声視聴覚ア

ーカイブ協会（以下、IASA）では、適宜情報を更

新できるようにして、ウェブサイト上でガイドライ
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ンを公開している1。本稿は、これらをもとにビデ

オテープ映像のデジタルファイル化の基本的原

則と推奨フォーマットをまとめたものである。

1. 視聴覚保存の
　3要素と将来的なユーザビリティ
　IASAは視聴覚保存の構成要素を、①オリジ

ナルキャリアの保存、②コンテンツの持続可能

なデジタルデータ形式への移行、③長期的な

デジタルデータの管理、の3点としている2。デ

ジタルファイル化後もオリジナルキャリアの保

存は大切であり、②についても、アナログ信号

が記録されているもの、デジタルのビットストリ

ームが記録されているものなど、テープキャリ

アと記録形式が相互に依存している点に留意

し、ストレージシステムの更新時にデータを別

メディアやデバイスへコピーできるよう、メデ

ィアやシステムに依存しない独立性と持続可能

なフォーマットが重要である3。

　米国国立公文書館は、これらのデジタルデー

タの長期的保存にむけて、高解像度、高ビット

レート、非圧縮（あるいは極めて低圧縮）、オー

プンなフォーマットまたは独自仕様ではないフ

ォーマットでの保存用コピーと、低解像度、低

個人用アーカイヴィングマニュアルも充実しているアメリカ議会図書館のウェブサイト
（左）  https://digitalpreservation.gov/personalarchiving/video.html　（右）  https://www.digitalpreservation.gov/personalarchiving/documents/PA_All_brochure.pdf



のビットストリームとして記録されるデジタルビ

デオテープ：Digital Betacamなど

　データとして転送することはできず、独自規格か

ら標準的な形式への変換処理を行う必要がある。

　【推奨】AVI（FFV1コーデック）、MOV（非圧

縮v210コーデック）、MKV（FFV1コーデック）、

MXF（JPEG2000可逆圧縮コーデック）、MXF

（非圧縮v210コーデック）

③データとして抽出可能なエンコーディングのデ

ジタルビデオテープ：DVファミリー、D-1、D-3、

Betacam IMXなど

　オープンな仕様のビットストリームであるた

めファイルベースとの相性が良く、データとし

て転送することができる。

　【推奨】収集時点で①②で推奨しているフォー

マットに変換する場合と、当初はテープで採用さ

れているコーデックを維持し、将来的に変換す

る場合の2パターンが考えられる。前者の場合、

DVコーデックのテープ類はMXF、MKV、MOV、

AVIのコンテナを採用し、MPEG-2コーデックの

IMXはMXFかMKVのコンテナを採用する。

　以上、上記は2021年12月23日現在の情報で

あるため、最新情報は、本稿で出典として示し

たウェブサイトで適宜確認されたい。
（国立映画アーカイブ主任研究員）

②可能な限り高品質の追求

　画像と音声の品質を最大限に高めるため、非

圧縮または可逆圧縮が望ましい。ただし、アナ

ログビデオテープのほとんどはPAL、SECAM、

NTSC方式のコンポジット形式で記録されてお

り、デジタルエンコードフォーマットはコンポー

ネント形式のため、古いテープは再生時点でコ

ンポジットカラーモデルからコンポーネントカ

ラーモデルへの不可逆的な変換がされてしまう

など、オリジナルの信号への配慮も必要。

③アクセス用コピー及び関連機能をサポートす

るマスターの作成

　将来のアクセスに対応するため、アクセス用

コピーの生成をサポートするマスターを作成す

ること。アプリケーションが映像ファイルを正し

く再生するために必要なメタデータは、デジタ

ル化のプロセスで自動的にファイルに埋め込ま

れるが、それ以外に、クローズドキャプション

や字幕、映像データの仕様や内容を説明するメ

タデータなど、補助的なメタデータはサイドカ

ーファイルとして保存するか、ASCII、UTF-8、

またはUTF-16形式の単純な文字列でファイル

に埋め込むと、データ管理用のデータベースに

損傷が生じた場合に有用である。

④整合性の確認が可能なマスターの作成

　データの整合性を確認するため、マスターに
註
※ウェブサイトの最終アクセスはいずれも2021年12月23日。
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はコンテンツのハッシュファイルを含むこと。

3. 持続可能な推奨ファイルフォーマット
　ファイルフォーマットについてはアメリカ議会図

書館とIASAの推奨を一覧表にした。FFV1エンコ

ードのMKV、MXF、IMFの採用例は多いようであ

るが、IMFについてはIASAは判断を見送っている。

また、IASAは古いビデオテープのデジタル化に

は、可逆圧縮または非圧縮を強く推奨している。

4. ビデオの記録方式ごとの推奨フォーマット
　IASAによるビデオの記録方式の分類には6種

類あり、その中からビデオテープを対象にした3

種とそれらの推奨フォーマットを記す10。3種と

もテープをリアルタイムに再生して転送する必

要がある。

①アナログビデオテープ：2インチ、1インチ、

3/4、U-matic、Betacam、1/2インチなど

　再生機器、記録システム、品質評価をサポー

トするシステム、熟練した人材など、多くのリ

ソースが必要。

　【推奨】AVI（FFV1コーデック）、MOV（非圧

縮v210コーデック）、MKV（FFV1コーデック）、

MXF（JPEG2000可逆圧縮コーデック）、MXF

（非圧縮v210コーデック）

②デジタルコンポジットを採用したものや独自

【推奨】
制作時のオリジナルの解像度とフレー
ムレート（1080p24、720p60など）、
ファイルフォーマットの完パケ納品版。
1. IMF
　a. 画像及び音声トラックファイル
　   （MXF）
　b. コンポジションプレイリスト（XML）
　c. パッケージングリスト（XML）
2. ProRes
　a. MOVコンテナ
　b. Apple ProRes 4444XQ、4444
       または422 HQコーデック
3. MPEG-2
　a. ISO/IEC 13818に準拠
4. XDCAM
　a. MXF
　b. HD422、SHD422、HDコーデック

【容認】
MKV（Matroska）コンテナ
のFFV1（ バージョン3）は、
クローズドキャプションやタ
イムコード情報のないコン
テンツにのみ使用可能。

簡易視聴用として以下のメデ
ィア／フォーマット
a） 記録型DVD
b） 記録型ブルーレイディスク
c）MPEG-4 (.mp4)

1. 産業界で用いられるコンテナ
コーデックは可逆圧縮のFFV1ま
たは10ビット非圧縮4：2：2クロ
マサブサンプリング
例）FFV1かv210コーデックのAVI、
v210コーデックのMOV
2. MKV
コーデックは、可逆圧縮のFFV1 
3. MXF
コーデックは非圧縮またはJPEG
2000
例）10ビット非圧縮4：2：2クロ
マサブサンプリングのMXF、ま
たはJpeg2000可逆圧縮のMXF

アメリカ議会図書館8 IASA9

［表］推奨ファイルフォーマット


